講演要旨原稿の執筆要領について（講演題目）
日本産業技術教育学会第32回北陸地区大会に向けて（副題が必要な場合）
福井大 ○福井太郎，福井大附中 朝倉さくら，上教大 信越一郎，
信州大 長野二郎（院生），新潟大 新潟次郎（学生）
１．はじめに（概要見出し）
　講演要旨原稿を執筆の際には，この講演要旨原稿サンプルをご活用下さい（概要本文）。
２．作成上の注意

1. 講演要旨はA4版１枚で作成して下さい。
2. 講演題目はMSゴシックまたはTimes New Roman 12ポイントで記入して下さい。副題が必要な場合は２行目に記入して下さい。
3. 所属，氏名はMSゴシックまたはTimes New Roman 12ポイントで記入してください。登壇者（連名者）氏名・所属は，講演申込の際に登録した内容と一致していることを確認し，以下の例にならって記入して下さい。複数人の場合，登壇者の名前の前に○印をつけて下さい。
正会員の場合：福井大　福井太郎
学生会員の場合：福井大　坂井二郎（院生）福井大　朝倉三郎（学生）
4. 本文中の概要見出しはMSゴシックまたはTimes New Roman 10.5ポイントで，概要本文はMS明朝またはTimes New Roman　10.5ポイントで記入してください。なお，本文は２段組で記入して下さい。
5. 提出された原稿は，講演要旨集として編集してPDFファイル形式(A4判)にします。そのため，テキストフォントおよびサイズはこの要旨原稿記載例の通りにし，１行の文字数，1ページの行数等のバランスに留意して下さい。
6. 用紙余白（上20mm，下25mm，左右それぞれ20mm）および「講演No余白」のレイアウトは変更しないでください。
7. カラーの図表の挿入も可能となりました。（令和元年度から講演要旨集が電子化（PDF化）されたため）

8. その他詳細は従来の支部大会講演要旨集を参考にして下さい。
３．講演集要旨原稿の提出方法について

必ず，原稿サンプルを用いて，①MS Word （拡張子が.docx, .docm, .docのいずれも可）または一太郎(拡張子が.jtd)で作成した講演要旨ファイルおよび，②pdfファイルで作成した講演要旨ファイルを作成してください。
PDF化の際には，「文書のプロパティー」の「フォント」の部分で，全てのフォントが「（埋め込みサブセット）」の状態になっていることを確認してください。方法は，「印刷」のメニューでプリンタ名をPDFに変換するソフトウェアに指定し，「プロパティー」で「フォントを送信しない」のチェックを外し，また，「レイアウト」の「詳細設定」ので「TrueTypeフォント」に「ソフトフォントとしてダウンロード」を指定してください。
①Wordファイルもしくは一太郎ファイルと，②PDFファイルの両方を電子メールで石川宛(k_ishi@u-fukui.ac.jp)に提出して下さい。
電子メールで添付する際のファイル名は，下記例の様に，筆頭著者名にしてください。
例）　福井太郎.docx，福井太郎.pdf
４．講演集要旨原稿の提出期限について

講演要旨の原稿提出期限は， 令和３年10月25日(月)[必着]です。
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